
別子山の希望を描く対話プロジェクト事業として、平成２７年度を皮切りに１０年先の別子山の姿を住民と地域外

の人との対話の中で希望をもって描き、持続可能な地域づくりを推進することを目的に始まりました。 

これまで、外部アドバイザー（愛媛大学名誉教授：藤目節夫先生）の指導の下、地域資源を活用した活性化プラン

を作成や別子山ファンクラブの結成さらには住民全員集会や新居浜シンポジュウムの開催と様々な事業展開で、地域

の活性化に貢献できたものと思います。 

昨年度の取組みといたしましては、「別子山を遊ぼう」の合言葉で、別子山ファンクラブ主催「魚つかみ大会」等の

季節ごとの各種イベント活動や、別子観光センター（旧筏津山荘）跡地の再整備を要望し「新別子観光センター」を、

山里６次産業化の拠点施設として位置づけ、各種不随施設の計画要望を展開してまいりました。 

特に、「スローヴィレッジ別子山」基本構想の作成では、我々はどんな別子山をめざしているのか、別子山の規模の

小ささをメインに考えると、いろいろなことが出来るのではないかと言う発想、一つのキーワードはスローと言う事

で、小さいからこそ出来る、この地で生き残っていくためには、すべてに付加価値をつけていかなければならない。 

付加価値をつけるためには、第３次産業の 

観光では、３次産業のツーリズムを核にしな 

がら１・２次産業をするにしても３次産業を 

盛上げるための１次産業・２次産業であると 

のとらえ方で、山里６次産業化と言う名前を 

付けたらいいという発想で進めています。 
 

 

 

 

令和２年７月１日 発 行 別子山公民館広報部  ＴＥＬ・ＦＡＸ 0897-64－2211 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

   



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新居浜市連合自治会と新居浜市が共催し、「まちづくり校区懇談会」が開催されます。 

地域が招く、地域主体の懇談会として、市長さんをはじめ市の担当部局の皆さんをお迎えし、市政の重点事業の説明

などを行い、地域固有の校区課題につきまして意見交換や討議を行いますので、皆様のご参加をお願いいたします。 

☆内 容 （１）市の重点事業について説明 

（２）市の重点事業に関する質問 

（３）校区課題について 

（地域内の道路や生活関連施設の整備等に関する要望事項について協議） 

（４）その他（意見交換） 

新型コロナウイルス感染拡大回避行動 ６／１９から「感染縮小期」に移行 
○うつらないよう自己防衛！•こまめな手洗いや定期的な換気•十分な栄養と休養で健康管理等 
○うつさないよう周りに配慮！•体調不良のときは、まずは自宅療養•他人と接するときは、距離をとる 
○県外の外出注意と３密回避→習慣化しよう３密回避！•「３つの密」のある場への外出注意、 

３密対策が難しいキャバレーや風俗店等は特に注意等 

 

スローヴィレッジ別子山 

美しい自然・景観・環境 

 ・赤石山系 

 ・別子山自然林 

 ・清流 

・銅山川・・・・・ 

スローライフ 

 ・癒やしの時間・空間 

 ・つながる人と人 

 ・つながる人と自然 

 ・伝統文化の継承 

スローフード 

 ・有機農業・オーガニック 

 ・伝統的食文化・品種 

 ・安全・安心 

 ・放し飼い飼育 

 ・地産地消 

スローツーリズム 

 ・アグリツーリズモ 

 ・｢学びと体験｣感動ツアー 

 ・赤石山系登山 

・森林セラピーガイド 

 ・アシストサイクルツアー 

「スローヴィレッジ別子山」基本構想 

・・・小さな山里のスローライフ・・・ 

「スローヴィレッジ別子山」の基本構想は次 

の模式図に示すように、４つの柱から成り立 

っています。 

これらの 4 本柱は、それぞれが独立してい 

るのではなく、相互に連携して「スローヴィ 

レッジ別子山」を形づくります。 

①美しい自然・景観・環境 

②スローライフ 

③スローフード 

④スロー（アグリ） 
ツーリズム 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別子山公民館に通い始めて 3 か月が経

ちました。 

日々の業務は、親切な皆さまのおかげで何とか覚えられてき

ました。 

山々に囲まれ空気の美味しい別子山に来るのは、心身ともリ

フレッシュ出来ます。 

また、新緑の季節には綺麗に色づいた木々を見るのを楽しみ

に通っています。 

 このような素敵な場所を少しでも多くの人々に知って頂くた

めに、自分ができることがないかと考え、別子山の情報発信を

フェイスブックでしようと現在挑戦中です。 

まだまだ使い方もわからないので苦戦中ですが、早く使える

ようになり、以前の勤め先である関西の友だちにも発信したく

思います。 

 そして、その中からひとりでも別子山に来ていただければと

思います。 

 

別子山地区にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

７月は、１６日（木）に巡回します。 
 ①別子小中学校 １３：００～１３：４０ 

②別子山支所  １３：５０～１４：３０ 
※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 
※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねくださ
い。 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

暑い夏が目の前です。 

今年度も道路端の雑草を７月～８月にかけて除草清

掃作業を実施します。 

県道通行の際には、大変ご迷惑をおかけいた 

しますが、作業従事者にご注意いただき、く 

れぐれも事故の無い様に、ご通行いた 

だきます様お願いします。 

今年は例年より一週間ほど早く梅

雨入りし、乾燥した晴れ間の多い日が

今のところ続いております。 

皆様いかがお過ごしでしょうか? 

新型コロナウイルス感染症も、現在「感染縮小期」に移行

し、都道府県を跨ぐ移動も制限が解除されています。 

このまま第２波を迎えることなく収束することを祈るばか

りです。日頃から「自己防衛・周りに配慮・三密回避」を忘

れず注意が必要です。気をつけましょう!! 

さて、今年はオリンピックをはじめ世界中で様々なイベン

トや行事が中止や延期となりました。地域内でも夏場には欠

かせない、水に親しむ行為が「市民プール」の休業や「魚つ

かみ大会」の中止と、夏の行事がすべてなくなり非常に残念

な思いがいたします。どうか来年は、通常通り実施できるこ

とを期待したいと思います。 

暑さもこれから本番を迎えますが、プールの清掃や県道の

除草作業は、例年通り実施いたします。 

各施設の清掃は、使っても使わなくても綺麗が基本です。

出来る限り皆様のご協力をお願いいたします。 

 梅雨空は、まだまだ続くと思われますが、皆さんも決して

無理をせず身体には十分注意をしてお過ごしください。 
 

今年度の「別子山ファンクラブ」及び「新居浜市教育

研究協議会 or 別子校区連合自治会」が主催いたします、

銅山川でのアメゴのつかみ取り大会は、新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止を目的に２大会共に中止と言う判断

に至りました。 

開催予定の「魚つかみ大会」を楽しみにしていた皆様

には、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いい

たします。 

令和２年度の市内プール施設の開場について、新型コ

ロナウイルス感染症の感染リスクの検討を行い、協議を

重ねた結果、利用者が安心・安全に利用できる環境を確

保できないとの判断から、別子山市民プール・東雲市民

プール・大島交流センタープールについては、やむを得

ず休場といたします。 

オープンを楽しみにしていた皆様には大変ご迷惑を

おかけしますが、ご理解をお願いいたします。 

特別定額給付金の申請書を送付しています。 

まだ、申請がお済みでない人は、早めに申請してください。 

なお、７月からは市役所１階ロビーでも受付いたしますが、

なるべく郵便で提出してください。 

○申請期限 令和２年８月１８日（火曜日）（当日消印有効） 

※８月１８日を過ぎると申請できませんのでご注意ください。 

○申請に必要なもの 

・送付した申請書 

・印鑑（浸透式不可） 

・申請／受給者の本人確認書類 

（運転免許証・健康保険証等）の写し 

・振込先金融機関口座（通帳又はキャッシュカード）の写し 

○問合せ先 特別定額給付金コールセンター 

（☎０８９７－６５－１５２２） 

台風シーズンです。みなさん備えは万全ですか？ 

備え１．家族で災害について話し合おう！ 

１ もしもの時の連絡方法を考えておこう。 

（携帯電話やメールはつながりにくくなります。災害伝言 

ダイヤル１７１や、インターネットの災害掲示板の活用） 

２ 非常持出品を準備しよう。 

（貴重品・衣料品・非常食・携帯ラジオ・懐中電灯・救急

用品・衛生用品など必要になるもの） 

３ 家屋の周りを整備して、飛びやすいものを片付けよう。 

土のうの準備も！ 

４ 避難場所や経路の確認をしよう。（ハザードマップの活用） 

備え２．正しい災害情報を入手しよう！ 

（台風の勢力、進路、予想雨量等） 

１ 正確な情報を得るためにラジオを準備しておこう。 

（家の中では停電する恐れがあります） 

備え３．地域の防災活動に参加しよう！ 

１ 自治会や市が行う防災訓練に参加して、もしもの時のため 

に防災意識を高めておこう。 

 
 


